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◎特集 森林・林業再生プラン実践事業の取組

森林・林業再生プラン
実践事業の取組

　森林・林業再生プラン実践事業は、持続可能な林業経営、生産性の向上・コスト低
減に向けた林内路網の最適な配置や先進的な林業機械活用システムの導入など実践的
な取組を行なう事業を全国５地区で実施しました。

事
業
の
概
要

　

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
実
践
事
業

の
進
め
方
は
、
本
誌
第
37
号（
平
成
22

年
４
月
号
）で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

①
森
づ
く
り
の
方
針
、
路
網
の
配
置
計

画
、
先
進
林
業
機
械
を
活
用
し
た
新
た

な
シ
ス
テ
ム
等
を
盛
り
込
ん
だ
実
践
計

画
を
作
成
し
、
②
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
か
ら
助
言
を
受

け
た
上
で
、
③
作
業
を
実
施
し
、
④
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
検
証
す
る
と
い
う
順
序

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
業
を
進
め
る
間
、
各
地
区
の
状
況

に
応
じ
た
作
業
方
法
に
役
立
て
る
べ

く
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
を
招
い
た
２
回
の
研
修
と
、

５
地
区
の
担
当
者
に
よ
る
訪
欧
研
修
を

行
っ
た
ほ
か
、
国
内
の
学
識
経
験
者
を

交
え
た
研
修
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

評
価
と
課
題

　

作
業
シ
ス
テ
ム
の
評
価
と
し
て
は
、

車
両
系
で
は
、
路
網
の
計
画
的
整
備
の

重
要
性
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
ほ

か
、
導
入
し
た
機
械
操
作
の
習
熟
度
の

向
上
が
課
題
と
言
え
ま
す
。
架
線
系
で

は
、
伐
倒
方
向
や
集
材
範
囲
等
最
適
な

方
法
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
架
線
技
術
者
の
育

成
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
指
導
・
助

言
を
受
け
、
各
地
区
で
試
行
し
て
い
る

「
将
来
の
木
施
業
」は
、
形
質
の
良
い
木

を「
将
来
の
木
」と
し
て
選
定
し
、
地
域

の
状
況
に
応
じ
て
決
め
た
１
ha
当
た
り

の
成
立
本
数
に
向
け
て
間
伐
等
に
よ
り

誘
導
し
て
い
く
も
の
。

　

こ
の
施
業
が
我
が
国
に
適
応
す
る
か

ど
う
か
に
関
し
て
は
、
①「
将
来
の
木
」

を
選
ぶ
基
準
や
１
ha
当
た
り
の
本
数
、

時
期
、
②
間
伐
遅
れ
の
森
林
で
実
施
し

た
場
合
の
造
林
木
や
林
床
の
状
況
な
ど

を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
各
地

域
で
引
き
続
き
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

地区名 作業システム 導入機械

①北海道
　鶴居地区

ホイルタイプのトラクタ
（2台）、牽引式荷台、
ハーベスタユニット等

②静岡県
　富士地区

ホイルタイプのトラクタ、
牽引式荷台、

ハーベスタユニット

タワーヤーダ、
ウッドライナー

③広島県
　西部地区

ホイルタイプのトラクタ、
ハーベスタユニット

タワーヤーダ、
リフトライナー

④高知県香
美・
　物部地区

牽引式タワーヤーダ

架線、リフトライナー

ホイルタイプのトラクタ、
プロセッサ等

⑤宮崎県
　椎葉地区

ホイルタイプのスキッダ、
ハーベスタユニット、

牽引荷台

●「将来の木施業」について
「将来の木施業」とは、形状の良い木を将来の
木として選び、その周りにある木を間伐する
ことにより、質の高い大径材として育てる施
業です。

選定基準：バイタリティ、クオリティ、分布、
　　　　　太く樹冠が大きい、通直で節が
　　　　　ない、病虫害を受けていない

●実践事業の取組実施箇所

地ヤ ダ

イナー

ラクタ、
等

スキッダ、
ニット、

❶

❷
❸

❹❺
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北海道鶴居村

◎特集 森林・林業再生プラン実践事業の取組

実
践
地
域
の
概
要

　

北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
鶴

居
村
の
森
林
は
、
約
４
割
を
人

工
林
面
積
が
占
め
て
お
り
、
林

齢
50
年
生
ま
で
の
カ
ラ
マ
ツ
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
践
地
域
は
釧
路
湿
原
の
上
流

部
に
位
置
し
て
お
り
、
人
工
林
の

適
切
な
経
営
を
通
じ
て
土
砂
流
入

の
抑
制
な
ど
環
境
保
全
上
の
期
待

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
実
践
事
業
地
は
、
面
積

１
９
５
ha
の
団
地
で
、
新
シ
ス

テ
ム
で
間
伐
を
実
施
し
た
面
積
71 

ha

と
、
従
来
シ
ス
テ
ム
で
間
伐
を
実
施
し

た
面
積
40 

ha
で
そ
の
生
産
性
を
比
較
。

　

森
林
の
状
況
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
と

カ
ン
バ
類
の
広
葉
樹
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
今
回
間
伐
し
た
カ
ラ
マ
ツ
は
、
林

齢
40
〜
49
年
生
で
平
均
樹
高
22
ｍ
、
平

均
胸
高
直
径
26 

cm
、
１
ha
当
た
り
に
約

４
７
０
本
成
立
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
の
方
針

　

釧
路
湿
原
を
中
心
と
し
た
地
域
の
環

境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
長
期
的
に

安
定
し
た
森
林
経
営
を
維
持
し
、
収
益

を
確
保
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、

人
工
林
の
中
心
樹

種
と
な
っ
て
い
る

カ
ラ
マ
ツ
単
層
林

を
抜
き
伐
り
な
が

ら
針
広
混
交
の
複

層
林
化
に
誘
導
し

て
い
き
ま
す
。「
将

来
の
木
施
業
」を

進
め
、
１
ha
当

た
り
１
０
０
〜

１
５
０
本
程
度
成

立
す
る
直
径
70 

ｃｍ

程
度
の
カ
ラ
マ
ツ

と
そ
の
他
の
針
葉
樹
・
広
葉
樹
か
ら
な

る
森
林
を
目
指
し
ま
す
。

路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム

　

路
網
の
整
備
は
、
地
形
に
沿
っ
た
線

形
に
し
て
土
工
量
を
可
能
な
限
り
抑
え

る
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
を
縮
減
。
林
業

専
用
道
15
路
線
、
約
13 

ｋｍ
を
中
心
に
森

林
作
業
道
及
び
集
材
路
を
組
み
合
わ
せ

て
整
備
し
、
団
地
内
の
路
網
間
隔
を
約

１
５
０
ｍ
、
平
均
集
材
距
離
を
約
70
ｍ

と
し
ま
し
た
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
実
践
地
域
の
林

齢（
40
年
生
前
後
）、
地
形（
傾
斜
10
〜

15
度
）、
年
間
生
産
量
や
維
持
管
理
費
、

機
械
の
保
守
管
理
等
を

考
慮
し
、リ
モ
コ
ン
ウ
ィ

ン
チ
を
装
着
し
た
ト
ラ

ク
タ
に
よ
る
作
業
シ
ス

テ
ム
を
採
用
。
基
本
的

な
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、

①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ

る
伐
倒
・
枝
払
い
↓
②

ウ
イ
ン
チ
付
き
ト
ラ
ク

タ
・
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ

る
集
材
、
③
ハ
ー
ベ
ス

タ
に
よ
る
造
材
↓
④
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
材
、

と
い
う
流
れ
で
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
新
シ
ス

北海道鶴居地区の取組

テ
ム
と
生
産
性
等
を
比
較
検
証
す
る
従

来
型
シ
ス
テ
ム
で
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
等
に

よ
る
作
業
を
実
施
。

　

こ
の
地
域
は
そ
の
立
地
か
ら
環
境
保

全
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

応
の
特
徴
と
し
て
、
路
網
の
整
備
に
当

た
っ
て
、
林
業
専
用
道
及
び
森
林
作
業

道
に
は
、
素
掘
り
側
溝
、
50
ｍ
間
隔
の

暗
渠
工
を
設
け
た
ほ
か
、
25 

cm
厚
の
砂

利
を
敷
き
、
路
面
を
屋
根
型
に
し
て
、

横
断
の
勾
配
を
縦
断
の
勾
配
よ
り
も
き

つ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
素
早
く
路
面
外

に
雨
水
を
排
出
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
路

面
土
砂
の
流
出
が
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、作
業
も
問
題
な
く
で
き
ま
し
た
。

チェーンソー伐採
作業道からウィンチ

100ｍ程度

チェーンソー伐採
作業道からウィンチ

80ｍ程度

作業道からハーベスタ伐倒
樹高＋10ｍ

河川保護区域50m

河川保全区域100m広葉樹の混合林へ

林業専用道 森林作業道（マシン道） 林内作業線（集材路）

●作業システム

現状のカラマツ人工林（6～10齢級） 将来目標型針広混交林（目標直径70cm）
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ま
た
、
集
材
、
運
材
作
業
で
は
、
路
網

以
外
は
ト
ラ
ク
タ
を
走
行
し
な
い
よ
う

に
し
て
、
森
林
・
林
地
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

を
抑
え
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
で
の
生
産
性
の
検
証
事
例

　

新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性

（
11
・
２
㎥
／
人
日
）は
、
高
い
検
証

事
例
が
得
ら
れ
、
生
産
コ
ス
ト（
３
、

５
２
０
円
／
㎥
）も
従
来
シ
ス
テ
ム
よ
り

１
、０
０
０
円
以
上
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。

林
業
機
械
は
、
時
速
35 

km
／
ｈ
で
公

道
走
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の

特
徴
で
、
小
面
積
の
森
林
で
も
機
械
運

搬
費
を
か
け
ず
に
現
場
へ
到
着
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
は
２
７
０
度
回
転

し
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
は
６
・
８
ｍ
あ
り
ま

す
。
フ
ロ
ン
ト
に
Ｐ
Ｔ
Ｏ（
エ
ン
ジ
ン

動
力
を
作
業
機
の
駆
動
用
に
使
用
す
る

シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し
た
ダ
ブ
ル
ウ
イ

ン
チ
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
片
側
８
ｔ

×
２
で
最
大
16
ｔ
の
牽
引
能
力
を
発
揮

で
き
ま
す
。
こ
の
ト
ラ
ク
タ
を
ベ
ー
ス

マ
シ
ン
に
し
、
牽
引
荷
台
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
集
材
、

造
材
、
積
込
み
・
巻
立
を
一
台
で
行
な

う
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
作
業
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修
を
行

な
っ
て
い
た
た
め
、
機
械
到
着
後
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
施
業
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
習
熟
度
を
上
げ
、
上
荷
中
心
の
路

網
作
設
に
よ
り
更
な
る
生
産
性
の
向

上
と
伐
出
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
と

思
わ
れ
ま
す
。
作
業
全
体
を
通
し
て
、

作
業
終
了
後
の
林
内
が
従
来
よ
り
も

き
れ
い
な
こ
と（
こ
れ
は
機
械
が
林

内
を
走
行
せ
ず
に
作
業
道
か
ら
の

ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
作
業
を
行
っ
た
た

め
）や
機
械
の
燃
費
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

燃
費
は
、
従
来
の
機
械
に
比
べ
て

年
間
で
百
数
十
万
円
の
燃
料
費
削
減

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
年
間
１
５
０
日
〜

１
８
０
日
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で

間
伐
作
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ウ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
に
は
不

利
と
さ
れ
て
い
る
小
径
木
へ
の
対
応

も
実
践
す
る
予
定
で
す
。

　

北
海
道
で
は
中
古
ト
ラ
ク
タ
が
流

通
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
広
が
り
の
可
能
性
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て

―
鶴
居
森
林
組
合
の
門
間
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
―

●生産性の検証事例（北海道鶴居区　トラクタ）

※生産性及び生産コストは検証の１事例であり、林況、作業システム運用の習熟度合い等により異なる。
※人員配置は概念図であり、実際には毎日同じ工程に専属するなど、柔軟に作業を行っている。

伐倒・枝払い
チェンソー
（1人）

伐 倒
フェラバンチャ

（1人）

枝払い・造材
ハーベスタ
（1人）

積込み
グラップル
（1人）

集材
グラップル
（1人）

造材
ハーベスタ
（0.5人）

運搬
フォワーダ
（1人）

積込み・巻立
グラップル
（0.5人）

巻立
グラップル
（1人）

生 産 性　  11.3 ㎥ / 人日

生産コスト 4,640円 / ㎥

生 産 性　  11.2 ㎥ / 人日

生産コスト 3,520円 / ㎥

ウィンチ
（0.5人）

グラップル
（0.5人）

集材新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム

従
来
の
作
業
シ
ス
テ
ム


